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糖尿病・内分泌内科への
ご紹介は･･･

診療科の概要

糖尿病をはじめとする内分泌代謝疾患を中心と
した内科診療を行っています。
外来では、血糖とHbA1cを迅速測定し、過去の

データと一緒にグラフ化して患者さんに示し、治
療のアドバイスを行っています。
入院では、重症および急性期の診療、糖尿病教

育のいずれにも対応しており、治療方針の決定・
血糖コントロール・合併症の検査・栄養指導、糖
尿病教室などを行います。日本糖尿病学会認定教
育施設に指定されており、糖尿病専門医を中心に、
看護師・栄養士・薬剤師・臨床検査技師などと
チーム医療で糖尿病の診療に取り組んでいます。
また、甲状腺・脳下垂体・副腎などの内分泌疾

患に対しても、急性期および慢性期の入院・外来
診療を行っております。
脳梗塞の急性期診療および基礎疾患に対する治

療を、脳神経外科・リハビリテーション科などと
の協力のもと、積極的に取り組んでいます。
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外来では、糖尿病をはじめとする生活習
慣病および内分泌疾患の診療に携わります。
当院では、糖尿病の合併症に関して多く

の専門診療科に精密検査および治療を迅速
に依頼することが可能であり、私どもも他
の診療科からの依頼を受けて基礎疾患に対
する専門的な診療に多く関わります。他の
診療科と連携しつつ多角的な診療を行うこ
とができるのは、総合病院ならではの特徴
かつ利点であると考えます。

直近1年間の1日
あたり平均外来患
者数は84名でした。

当科は、脳梗塞をはじめとする内科救急
診療にも多く携わります。その他、糖尿病
に関わる救急診療として、低血糖昏睡・高
血糖昏睡・重症感染症などの診療を行って
います。
昨年度、当科での救急車受け入れ台数は

451件で、院内では整形外科に次ぐ2番目の
多さでした。

当科の入院症例は、重症糖尿病・イン
スリン療法導入・術前血糖コントロール
などが主体ですが、合併症の進行例・感
染症・内分泌疾患なども多く担当してい
ます。脳梗塞急性期診療においても、脳
神経外科・リハビリテーション科をはじ
めとする他の診療科との迅速かつ的確な
連携を行っています。糖尿病をはじめと
する生活習慣病のみでなく、他の疾患に
も留意し、患者さんに対する多角的な診
療を意識し実践するよう心がけておりま
す。
直近1年間の1日あたり平均入院患者数

は34名で、症例の内訳は下表のとおりで
した。

脳梗塞 115例

糖尿病教育・コントロール 92例

糖尿病合併症 86例

肺炎 78例

その他感染症 62例

新型コロナウイルス感染症 35例

内分泌疾患 22例

悪性腫瘍 18例

神経疾患 17例

敗血症 9例

低血糖 9例

その他の疾患 62例
◀糖尿病教室の様子

当科の常勤医は4名で、40代1名、30代1名、20代2名、平均年齢は34.8歳です。
弘前大学第三内科の伝統である、アカデミックに深く考える姿勢と、平等で民

主的な体制を基本に、若いメンバーならではの活発で積極的な診療を心がけてい
ます。

慢性疾患および急性期疾患に
数多く携わる外来・救急診療

糖尿病教育から重症合併症まで
幅広く対応可能な入院診療

直近1年間の当科入院症例


